
（千葉県）

市
制
施
行
か
ら
70
年
／
空
港
開
港
か
ら 

45
年
目
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
、
本
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け

（
５
月
８
日
）
に
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
を
前

に
、
空
港
に
お
け
る
水
際
対
策
は
４
月
中
に
順
次
緩

和
。
成
田
国
際
空
港
・
東
京
国
際
空
港（
羽
田
）・
関

西
国
際
空
港
・
中
部
国
際
空
港
の
４
大
国
際
空
港
を

中
心
に
、
国
際
線
が
就
航
し
て
い
る
全
国
各
地
の
空

港
は
、
に
ぎ
わ
い
が
旧
に
復
し
た
と
は
言
え
な
い
ま

で
も
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
期
間
中
、
久
し
ぶ

り
に
出
国
ラ
ッ
シ
ュ
・
帰
国
ラ
ッ
シ
ュ
の
光
景
が
復

活
し
た
。

　

５
月
12
日
に
東
京
出
入
国
在
留
管
理
局
が
発
表

し
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
（
４
月
28
日
～
５
月

７
日
）
の
出
入
国
者
数
に
よ
れ
ば
、
成
田
国
際
空

港
が
56
万
６
０
４
０
人
、
東
京
国
際
空
港
が
40
万 

１
７
７
０
人
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
（
令
和
元
／

２
０
１
９
年
）
の
同
時
期
に
比
べ
る
と
、
成
田
国
際

空
港
は
約
５
割
、
東
京
国
際
空
港
は
約
７
割
の
水
準

ま
で
回
復
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
関
西
国
際
空
港
の
本
年
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
中
の
出
入
国
者
数
は
38
万
６
２
２
０
人
、

中
部
国
際
空
港
は
５
万
９
５
０
０
人
だ
っ
た
。
ま
た

成
田
国
際
空
港
の
出
入
国
者
数
の
う
ち
、
外
国
人
は

37
万
６
０
６
０
人
、
日
本
人
は
18
万
９
９
８
０
人

だ
っ
た
。

　

折
し
も
、
成
田
山
新
勝
寺
（
天て
ん
ぎ
ょ
う慶３
／
９
４
０
年

創
建
）
と
、
そ
の
参
道
周
辺
に
お
い
て
、
同
寺
・
本

尊
の
不
動
明
王
像
を
敬
刻
開
眼
し
た
と
さ
れ
る
弘
法

大
師
・
空
海
の
生
誕
１
２
５
０
年
祭
が
開
催
（
本
年

４
月
28
日
～
６
月
18
日
）
さ
れ
て
い
る
成
田
市
内
に

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
を
通
じ
て
、
成

田
国
際
空
港
の
利
用
者
を
含
め
た
、
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
が
数
多
く
訪
れ
た
こ
と
も
報
道
さ
れ
て
い
る

（
本
欄
の
現
地
取
材
は
本
年
３
月
20
日
）。

　

世
界
中
の
主
要
都
市
と
直
結
す
る
成
田
国
際
空
港

の
存
在
、
お
よ
び
国
際
空
港
を
擁
す
る
ま
ち
に
ふ
さ

わ
し
い
現
代

的
な
中
心
市

街
地
。
そ
れ
と
、
空
海
生
誕

１
２
５
０
年
祭
で
沸
く
成
田
山
新

勝
寺
の
創
建
以
来
、
門
前
町
と
し
て

１
０
０
０
年
以
上
も
の
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た

表
参
道
の
レ
ト
ロ
な
ま
ち
並
み
と
の
対
照
の
妙
は
、

成
田
市
を
象
徴
す
る
景
観
的
な
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
言

え
る
。

　

一
方
で
、
千
葉
県
の
北
部
中
央
、
房
総
半
島
の

北
東
側
入
り
口
に
位
置
す
る
成
田
市
は
、
市
域
北

側
が
利
根
川
を
隔
て
て
、
千
葉
県
と
共
に
日
本
有

市 政 ル ポ 成
な り た

田市

小
こいずみ

泉一
かずなり

成
成田市長

子
育
て
世
代
を
引
き
付
け
る「
伝
統
と
未
来
」の
融
合
都
市

空
港
・
市
場
・
医
療
を
軸
に
進
め
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
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数
の
農
業
地
帯
を
形
成
す
る
茨
城
県
と
の
境
界
部

に
接
し
、
市
域
西
側
は
県
立
自
然
公
園
・
印い
ん
ば旛
沼

に
面
し
て
い
る
。
さ
ら
に
北

部
の
利
根
川
に
加
え
、
西
部
に

は
根
木
名
川
が
、
東
部
に
は
大

須
賀
川
が
流
れ
て
い
る
な
ど
、

成
田
の
地
は
、
古
来
、
水
資
源

に
恵
ま
れ
た
田
園
地
帯
と
し
て

知
ら
れ
て
き
た
。

　

現
在
も
随
所
で
、
水
田
を
中

心
に
広
大
な
耕
作
地
帯
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
特
に
米
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
レ
ン
コ
ン
、
ク
リ
ー

ム
ス
イ
カ
、
豚
肉
な
ど
、
生
産

量
と
品
質
共
に
全
国
的

な
定
評
の
あ
る
成
田
市

農
業
の
実
力
は
、
県
内

上
位
の
農
業
産
出
額
を
毎
年
記
録
し
て
い
る
こ
と
を

含
め
て
、
農
業
の
盛
ん
な
千
葉
県
内
で
も
ひ
と
き
わ

目
立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
日
本
の
空
の
玄
関
口
・
成
田
国
際

空
港
の
あ
る
ま
ち
」「
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
成
田
山
新
勝
寺
の
門
前
町
」「
優
れ
た
農
畜
産
物
を

産
出
す
る
関
東
地
方
で
も
指
折
り
の
田
園
都
市
」
と

い
う「
三
つ
の
代
表
的
な
顔
」を
持
つ
成
田
市
は
、
昭

和
29
（
１
９
５
４
）
年
３
月
31
日
、
旧
印
旛
郡
成
田

町
・
公こ
う
づ津

村
・
八は

ぶ生
村
・
中な

か
ご
う郷

村
・
久く

ず
み住

村
・
豊と

よ
す
み住

村
・
遠と
お
や
ま山
村
の
１
町
６
村
の
合
併
に
よ
り
市
制
施
行
。

令
和
６（
２
０
２
４
）年
３
月
末
で
70
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
（
平
成
18
／
２
０
０
６
年
に
は
旧
香
取
郡

下し
も
ふ
さ総

町
・
大た

い
え
い栄

町
も
編
入
）。

　

そ
の
間
の
成
田
市
の
成
長
ぶ
り
は
、
市
制
施
行
時

に
４
万
５
０
７
５
人
だ
っ
た
人
口
が
、
本
年
３
月
末

日
に
は
13
万
１
１
４
８
人
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
挙

げ
た
だ
け
で
も
一
目
瞭
然
だ
ろ

う
。

　
「
特
に
市
制
施
行
か
ら
24
年

目
の
昭
和
53（
１
９
７
８
）年
５

月
20
日
に
成
田
国
際
空
港
が
開

港
し
た
こ
と
が
、
成
田
市
を
包

む
環
境
面
の
全
て
に
お
い
て
、

特
大
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
成
田
国
際
空
港
が

開
港
し
て
か
ら
今
年
で
45
年
目

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
45
年
間

は
成
田
市
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

都
市
と
し
て
の
急
成
長
期
だ
っ

た
と
言
え
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
小
泉
一
成
成
田
市
長
だ
。
成
田

市
出
身
の
小
泉
市
長
は
、
大
学
を
卒
業
後
に
実
業
界

（
家
業
の
旅
館
業
）で
活
躍
。
平
成
６（
１
９
９
４
）年

に
成
田
青
年
会
議
所
理
事
長
、
平
成
７（
１
９
９
５
）

年
か
ら
は
成
田
市
議
会
議
員（
２
期
）を
経
て
、
平
成

19（
２
０
０
７
）年
１
月
に
実
施
さ
れ
た
成
田
市
長
選

に
出
馬
し
当
選
。
本
年
１
月
か
ら
５
期
17
年
目
を
迎

え
て
い
る
。

　

国
際
空
港
の
存
在
だ
け
で
な
く
、
成
田
市
に
は

東
京
都
心
部
か
ら
50
㎞
圏
内
と
い
う
地
の
利
も
あ

る
。
古
く
か
ら
の
門
前
町
で
あ
り
、
田
園
都
市
だ
っ

た
成
田
市
は
、
空
港
の
設
置
が
決
ま
っ
た
昭
和
41

（
１
９
６
６
）
年
の
直
後
か
ら
、
中
心
駅
の
成
田
駅

を
経
由
し
、
都
心
部
と
空
港
を
直
結
す
る
鉄
道
の

敷
設
や
延
伸
（
現
成
田
ス
カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
や
Ｊ
Ｒ

成
田
線
な
ど
）
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
当
初
の
計

画
人
口
６
万
人
と
さ
れ
た
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

「成田空港の更なる機能強化」と共に成田市のまちづくりも一層進化を遂げる

成田市

千葉市

成田国際空港のにぎわいはウィズコロナ時代の本格化と共に復
活しつつある（本年5月撮影）

成田ニュータウンは豊かな自然環境の中、戸建住宅・集合住宅によ
る八つの住宅地区で構成されている（写真は北部地区・成田湯川駅
前エリア）
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は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
計
画
が
立
案
・
実
行

さ
れ
、
宅
地
化
（
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
）
の
急
速
な
進

行
と
と
も
に
、
人
口
も
右
肩
上
が
り
に
急
増
し
て

い
っ
た
。

　
「
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
ご
ろ
を
境
に
人
口
は
少

し
横
ば
い
気
味
の
傾
向
を
呈
し
て
は
い
ま
す
が
、
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
社
人
研
）に
よ
る
人
口

予
測
で
も
、
成
田
市
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
令
和
７

（
２
０
２
５
）年（
13
万
３
６
９
３
人
）と
さ
れ
て
い
ま

す
。
成
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
多
角
的
な
地
域

活
性
化
施
策
の
実
践
に
よ
り
、
人
口
の
ピ
ー
ク
の
訪

れ
を
令
和
27（
２
０
４
５
）年
ま
で
延
ば
す
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
」（
小
泉
市
長
）

　

そ
の
要
因
と
な
り
、
原
動
力
と
も
な
る
の
は
、「
や

は
り
、
機
能
強
化
を
さ

ら
に
進
め
つ
つ
あ
る
成

田
国
際
空
港
の
存
在
」だ

と
、
小
泉
市
長
。

　
「
成
田
市
で
は『
成
田
空

港
の
更
な
る
機
能
強
化
』

を
踏
ま
え
、
成
田
市
総
合

計
画
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ

み
ら
い
プ
ラ
ン
）に
基
づ

き
な
が
ら
、
空
港
関
連

企
業
従
事
者
の
受
け
皿

づ
く
り
を
強
化
（
※
空

港
の
機
能
強
化
に
伴
い

空
港
内
従
業
員
数
は
約

４
万
人
か
ら
７
万
人
に

増
加
す
る
見
込
み
）す
る

と
共
に
、
空
港
と
周
辺
地
域
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
最
大
限
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
従
っ
て
、
決
し
て
楽
観
的
な
観
測
で
は

な
く
、
成
田
市
で
は
そ
れ
な
り
の
自
信
を
持
っ
て
、

人
口
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
ま
で
に
は
ま
だ
、
し
ば

し
の
猶
予
が
あ
る
は
ず
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
小

泉
市
長
）

空
港
機
能
強
化
と
国
家
戦
略
特
区
の 

活
用
で
目
指
す
持
続
可
能
な
ま
ち

　

成
田
国
際
空
港
の
開
港
以
来
、
空
港
の
機
能
強

化
と
と
も
に
右
肩
上
が
り
に
増
え
続
け
て
い
た
成

田
市
の
人
口
が
、
平
成
30
年
ご
ろ
を
境
に
若
干
、

横
ば
い
気
味
に
な
っ
た
と
い
う
現
象
の
背
景
に

は
、
明
確
な
理
由
が
あ
る
。
国
の
方
針
に
基
づ
き
、

東
京
国
際
空
港
が
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
３
月
以

降
、
新
飛
行
経
路
の
運
用
開
始
と
と
も
に
、
国
際

線
の
大
幅
増
便
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

成
田
市
在
住
の
航
空
人
材
の
一
部
の
移
動
が
、
平

成
30
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
成
田
国
際
空
港
の

警
備
体
制
の
見
直
し
に
よ
る
警
備
隊
縮
小
と
い

う
、
空
港
の
内
部
構
造
的
な
変
化
も
あ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
航
空
関
連
・
観
光
関
連
の
民

間
事
業
が
、
一
時
的
に
縮
小
し
た
こ
と
な
ど
も
影

響
し
た
。

　
「
し
か
し
、
そ
れ
も
令
和
４（
２
０
２
２
）年
２
月

を
底
に
、
徐
々
に
回
復
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
今
後
Ｃ
滑
走
路
の
増
設
を
含
め
た
、『
成

田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
』
が
本
格
化
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
全
体
的
な
人
と
モ
ノ
の
流
れ
の
活
発
化
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
に
ぎ
わ

い
復
活
が
、
大
い
に
期
待
さ
れ
る
状
況
が
出
そ
ろ
い

つ
つ
あ
る
と
言
え
ま
す
」（
小
泉
市
長
）

　
「
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
」
に
伴
う
、
国

際
空
港
都
市
と
し
て
の
成
田
市
の
さ
ら
な
る
基
盤

整
備
は
、
当
然
、「
人
口
の
ピ
ー
ク
」
の
「
そ
の
後
」

を
見
据
え
た
、「
持
続
可
能
な
近
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
の
多
角
的
な
取
り
組
み
と
も
有
機
的
に

連
動
し
て
く
る
。

　

前
出
の
総
合
計
画
・
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
み
ら
い
プ

ラ
ン
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
の
一
つ
と

し
て
、「
空
港
と
共
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

弘法大師生誕1250年祭に沸く成田山新勝寺は成田市を代表する「伝統的な顔」だ

成田山表参道は外国人旅行者に大人気（新勝寺と参道は日本遺産～北総四都市江戸
紀行～で認定）
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（千葉県）

掲
げ
て
い
る
。
こ
の
基
本
姿
勢
に
は
、
成
田
国
際

空
港
と
共
に
発
展
し
て
き
た
成
田
市
が
「『
成
田
空

港
の
更
な
る
機
能
強
化
』
を
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
国
際
空
港
都
市
と
し

て
の
経
験
や
実
績
を
生
か
し
て
新
た
な
産
業
の
集

積
に
取
り
組
む
」
な
ど
、
小
泉
市
長
の
談
話
に
も
あ

る
「
空
港
と
空
港
周
辺
地
域
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
、
最
大
限
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
」

上
で
の
、
考
え
方
の「
ベ
ク
ト
ル
」が
、
如
実
に
示
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

空
港
と
空
港
周
辺
地
域
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
相
乗
効
果
と
な
り
、
よ
り
幅
広
い
付
加
価
値
を

生
み
出
し
つ
つ
あ
る
成
田
市
の
代
表
的
な
施
策
の

事
例
と
し
て
は
、
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
規
制
緩

和
の
提
案
を
き
っ
か
け
に
実
現
し
た
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
輸
出
拠
点
機
能
を
備
え
た
卸
売
市

場
（
新
生
成
田
市
場
）
の
空
港
隣
接
地

へ
の
移
転
再
整
備
」
事
業
と
、「
国
際

医
療
福
祉
大
学
医
学
部
の
開
学
お
よ

び
附
属
病
院
の
開
院
」事
業
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

成
田
市
に
は
こ
れ
ま
で
、
飯
仲
地

区
に
昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年
に
開
場

し
た
成
田
市
公
設
地
方
卸
売
市
場（
旧

成
田
市
場
）が
あ
っ
た
。
成
田
国
際
空

港
の
開
港
や
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

建
設
な
ど
に
伴
い
、
人
口
の
急
増
と

と
も
に
、
生
鮮
食
品
の
需
要
が
急
増

し
た
こ
と
を
受
け
て
の
開
場
だ
っ
た

が
、
施
設
の
老
朽
化
、
耐
震
性
不
足

な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
か

ら
、
市
場
の
再
整
備
を
含
め
た
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
令

和
４
年
１
月
、
空
港
隣
接
地
で
あ
る
天
神
峰
地
区

で
の
開
場
に
至
っ
た
。

　

新
生
成
田
市
場
は
、
水
産
棟
と
青
果
棟
を
軸
に
、

高
機
能
物
流
棟
、
関
連
食
品
棟
、
集
客
施
設
棟
の

五
つ
の
棟
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
成
田
市
場

の
空
港
隣
接
地
へ
の
移
転
・
再
整
備
と
共
に
図
ら

れ
た
の
が
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
輸
出
エ
リ
ア
」な
ど
、

特
徴
的
な「
四
つ
の
新
機
能（
エ
リ
ア
）」の
設
置
だ
。

　
「
四
つ
の
新
機
能
」を
代
表
す
る「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

輸
出
エ
リ
ア（
高
機
能
物
流
棟
）」で
は
、
農
水
産
物

の
輸
出
に
必
要
な
検
査
や
通
関
な
ど
、
従
来
は
各

管
轄
機
関
に
出
向
き
、
個
別
に
や
り
取
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
煩
雑
な
輸
出
手
続
き
を
、
市

場
内
で
一
括
し
て
実
施
で
き
る
機
能
を
持
つ
。
さ

ら
に
全
国
か
ら
集
め
た
農
水
産
物
の
加
工
や
、

パ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
行
う
「
加
工
エ
リ
ア
（
高
機
能

物
流
棟
）」、
災
害
な
ど
に
よ
る
長
時
間
の
停
電
発

生
時
で
も
運
転
可
能
な
「
冷
蔵
冷
凍
庫
エ
リ
ア
（
高

機
能
物
流
棟
）」、
国
内
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
対
象

に
活
き
の
良
い
魚
を
売
り
込
む
こ
と
で
、
新
た
な

販
路
拡
大
を
図
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た
「
活
魚
水
槽

エ
リ
ア（
水
産
棟
）」が
四
つ
の
新
機
能
の
内
訳
だ
。

　
「
中
で
も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
輸
出
エ
リ
ア
は
、
国

成田産のイモ類は全国有数の生産高を誇る農業
県・千葉県の代表的な品目の一つ

活魚水槽エリアでの作業風景

ワンストップ輸出エリアで実施されている植物検疫

レンコンは成田市下総地区の特産品として年間を
通じて全国に出荷されている
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内
で
も
唯
一
無
二
、
世
界
の
主
要
都
市
と
直
結
す

る
成
田
国
際
空
港
が
市
内
に
立
地
す
る
成
田
市
な

ら
で
は
の
、
類
例
の
な
い
市
場
機
能
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
輸
出
エ
リ
ア
の
機
能
に

よ
っ
て
、
例
え
ば
県
内
の
銚
子
漁
港
か
ら
早
朝
に

市
場
へ
運
ば
れ
て
き
た
水
産
物
や
、
成
田
市
内
を

は
じ
め
、
各
地
で
収
穫
さ
れ
た
朝
採
れ
の
野
菜
類

な
ど
も
、
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
で
し
た
ら
、

当
日
の
夕
方
ま
で
に
は
店
頭
に
並
ぶ
と
い
う
、
従

来
に
は
全
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
可
能
に

な
っ
た
の
で
す
」（
小
泉
市
長
）

国
際
医
療
学
園
都
市
構
想
と
エ
ア
ポ
ー
ト

都
市
構
想
が
描
く
近
未
来

　

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
に
新
設
さ
れ
た
国
際
医

療
福
祉
大
学
医
学
部
お
よ
び
、
令
和
２
年
に
開
院

し
た
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田

病
院
の
存
在
は
、
成
田
市
が
進

め
る
国
家
戦
略
特
区
の
指
定
に

当
た
っ
て
掲
げ
た
「
国
際
医
療
学

園
都
市
構
想
（
平
成
25
年
策
定
）」

の
大
き
な
柱
と
な
る
施
設
だ
。

　

成
田
市
の
「
国
際
医
療
学
園
都

市
構
想
」
に
基
づ
く
誘
致
と
、
国

家
戦
略
特
区
の
規
制
緩
和
に
よ

る
、
首
都
圏
43
年
ぶ
り
の
医
学

部
新
設
の
実
現
を
受
け
て
、
国

際
医
療
福
祉
大
学
成
田
キ
ャ
ン

パ
ス
が
竣し
ゅ
ん
こ
う工
し
、
第
１
回
目
の

入
学
式
を
行
っ
た
の
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

４
月
。
成
田
看
護
学
部
と
成
田
保
健
医
療
学
部
の

２
学
部
体
制
で
の
開
学
だ
っ
た
。

　

も
と
も
と「
国
際
貢
献
で
き
る
医
療
福
祉
専
門
職

の
養
成
」に
特
化
し
、
外
国
人
留
学
生
を
数
多
く
受

け
入
れ
て
き
た
国
際
医
療
福
祉
大
学（
開
学
は
平
成

７
年
）に
と
っ
て
も
、
国
際
空
港
を
通
じ
世
界
主
要

都
市
と
直
結
す
る
成
田
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え

る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
か
っ
た
。

　

現
在
で
は
国
内
５
カ
所
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
、

総
計
10
学
部
26
学
科
、
大
学
院
を
含
め
て
約
１
万

人
の
学
生
を
擁
す
る
国
際
医
療
福
祉
大
学
が
、
成

田
市
と
共
に
医
学
部
の
新
設
を
目
指
し
、
国
へ
共

同
提
案
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
容
易
に

推
測
で
き
る
。

　
「
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
現

在
、
約
２
５
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
看
護
師
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法

士
な
ど
、
医
療
福
祉
の
専
門
人
材
を
多
数
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
そ
れ
に
加
え
、
記
念
す
べ

き
医
学
部（
６
年
制
）最
初
の
卒
業
生
１
２
５
人
が
、

成
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巣
立
ち
ま
し
た（
※
本
年
３
月

12
日
に
学
位
授
与
式
挙
行
）。

　

医
学
部
は
毎
年
20
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る

と
と
も
に
、
１
・
２
年
次
の
多
く
の
授
業
を
英
語
で

実
施
す
る
ほ
か
、
世
界
水
準
を
上
回
る
90
週
の
診

療
参
加
型
臨
床
実
習
を
実
施
。
６
年
次
に
は
世
界

各
国
の
大
学
病
院
や
医
療
機
関
で
の
臨
床
実
習
も

必
修
に
す
る
な
ど
、
国
内
で
は
ま
れ
に
見
る
、
総

合
的
な
診
察
能
力
と
国
際
性
を
兼
ね
備
え
た
医
師

の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

成
田
市
の
国
家
戦
略
特
区『
国
際
医
療
学
園
都
市

構
想
』の
最
大
の
目
的
の
一
つ
は
、
広
域
的
な
地
域

医
療
へ
の
貢
献
と
と
も
に
、
日
本
の
医
療
が
国
際

展
開
を
図
る
上
で
不
可
欠
な
、
海
外
で
病
院
を
運

営
す
る
よ
う
な
医
師
や
医
療
福
祉
専
門
職
の
養
成

を
、
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
春
、
医
学
部
第
１
期
生
を
社

会
に
送
り
出
せ
た
こ
と
は
、
成
田
市
に
と
っ
て
も
、

こ
の
上
な
い
喜
び
な
の
で
す
」（
小
泉
市
長
）

　

ち
な
み
に
厚
生
労
働
省
が
本
年
３
月
16
日
に
発

表
し
た「
第
１
１
７
回
医
師
国
家
試
験
の
学
校
別
合

格
者
状
況
」に
よ
る
と
、
新
卒
者
合
格
率
の
全
国
平

均
は
94
・
９
％
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
国
際
医

療
福
祉
大
学
医
学
部
の
新
卒
者
１
２
５
人
の
合
格

率
は
99
・
２
％
と
い
う
、
実
に
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
て
い
る
。

令和2年開院の国際医療福祉大学成田病院は成田赤十字病院と共に
早くも地域医療の要になった

国際的に活躍する医師の養成が期待される国際医療福祉大学成田
キャンパス医学部棟
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し
か
も
、
そ
の
う
ち
15
人
は
外
国
人
留
学
生
が

占
め
て
お
り
、
一
つ
の
大
学
医
学
部
か
ら
15
人
も

の
留
学
生
が
医
師
国
家
試
験
に
合
格
す
る
の
も「
異

例
」と
の
高
い
評
価
が
、
関
係
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部
の
こ
の
素
晴
ら
し

い
門
出
に
加
え
、
か
ね
て
よ
り
成
田
市
の
医
療
体

制
を
支
え
て
き
た
成
田
赤
十
字
病
院
と
共
に
、
早

く
も
周
辺
広
域
エ
リ
ア
の
地
域
医
療
を
担
う
存
在

と
な
っ
た「
国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院
」（
令
和

２
年
３
月
開
院
）
も
ま
た
、「
国
際
医
療
学
園
都
市

構
想
」
の
輝
か
し
い
成
果
の
一
翼
を
担
う
も
の
だ
。

さ
ら
に
、
同
院
周
辺
で
は
、
大
学
の
関
連
施
設
と

な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
介
護
老
人
保

健
施
設
な
ど
を
併
設
し
た「
成
田
老
年
医
療
福
祉
セ

ン
タ
ー
」の
開
所
も
、
令
和
６
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、

医
療
に
関
す
る
成

田
市
独
自
の
施
策

と
し
て「
高
校
生
の

医
療
費
助
成
制
度

（
令
和
４
年
～
）」が

実
施
さ
れ
る
な
ど
、

子
育
て
世
代
が

「
ず
っ
と
暮
ら
し
た

く
な
る
よ
う
な
施

策
」も
、
成
田
市
で

は
拡
充
化
の
一
途

だ
。

　

以
上
、
ご
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
国
家
戦
略

特
区
の
提
案
を
き
っ
か
け
に
実
現
し
た
二
つ
の
事

業
へ
の
取
り
組
み
も
含
め
て
、
成
田
市
の
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
本
稿
冒
頭
近
く
で
述
べ
た

「
成
田
国
際
空
港
の
あ
る
ま
ち
」「
成
田
山
新
勝
寺
の

門
前
町
」「
関
東
地
方
で
も
指
折
り
の
田
園
都
市
」と

い
う
「
三
つ
の
代
表
的
な
顔
」
を
核
と
す
る
地
域
財

産
（
資
源
）
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
鍵

を
握
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
包
含
し
つ
つ
、
平
成
25

年
に
掲
げ
た「
エ
ア
ポ
ー
ト
都
市
構
想
」に
お
い
て
、

成
田
市
は
成
田
国
際
空
港
を
軸
に「
広
域
観
光
」「
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
物
流
拠
点
化
」「
企
業
誘

致
」の
推
進
を
発
信
し
て
い
る
。

　

移
住
・
定
住
人
口
の
誘
致
促
進
、
交
流
人
口
の

増
大
化
に
も
効
果
的
と
思
わ
れ
る
同
構
想
の
推
進

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
は
道

半
ば
の
状
態
で
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
本

年
度
末
に
迎
え
る
市
制
施
行
70
年
の
節
目
を
前
に
、

国
際
空
港
と
周
辺
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か

し
た
成
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
今
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
へ
の
移
行
と
共
に
再
び
芽
吹
き
始
め
、
同

時
多
発
的
に
花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
社
人
研
が
令
和
７
年
と
想

定
し
、
成
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
が
令
和
27
年
と
想

定
し
て
い
る
「
人
口
の
ピ
ー
ク
」
の
訪
れ
は
、
さ
ら

に「
も
っ
と
先
の
話
」に
、
な
り
そ
う
で
あ
る
。

（
写
真
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
３
月
20
日
）

各種スポーツ大会を観光の目玉とするスポーツツーリズムは成田市重点施策の一つ（平成30
年開催の第12回世界女子ソフトボール選手権）

コロナ禍で中止が続いた恒例「成田伝統芸能まつり」も令和4年に復活
（上は春の陣、下は秋の陣の様子）
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